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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜患者様連絡事項＞

・袴田　将志様～予測指示　不眠時①②同内容にて5/1(火)まで継続指示となっています。
・天間　康宏様～予測指示　便秘時同指示にて5/1(火)まで継続指示となっています。
・佐藤　恵圀様～脱力感、流涎、上体の左側への傾きが見られている為、本日夕食後薬より、バレリン(抗てんかん薬)(200)4Tが中止となっています。
・向井　敦子様～昨日排便-3日の為、予測指示にてセンナリド2T服用していますが、今朝まで排便なし。主治医へ報告し15:00まで排便が無い場合は再度報告し指示確認する様指示受けています。


→15:30主治医へ報告しセンナリド4T 1×就床前薬/1回分頓服処方となっています。

・十文字　信陽様～保護者面会に来られた為、4/26(木)の地域復帰支援検討会に先駆け、不安に感じている事について、本人様と面会する前に聴取しています。


不安に感じている事について「退院後、趣味とかが無く何もやる事が無い為、またお酒に走るのではという事だけが不安。こちらも外泊中も飲酒させてはいけないと思いずっと監視してしまう様になり、かえってそれも本人にとって良くないのではと考えてしまう」と話されています。
　　　　

＜皮膚科診察＞

・木村　忠史様～両陰股部に頑癬（たむし）あり、ケルガー軟膏追加処方となっています。

＜注目患者様ケース検討＞

・中村　るみ子様～昨日の準夜帯に御家族へ電話後「外泊をお願いしたけど無理だと言われた」と苛々感を訴え、内服薬を希望されています。本日も同様に電話後、苛々感を訴え内服薬を希望し、予測指示にてリスパダール液1ml服用しています。

感情のコントロールが上手く出来ず、物や人に当たる等の衝動行為に発展する可能性も十分考えられるので、苛々感を訴えられた際は訴えに傾聴し本人様の目線に合わせた対応をしていきましょう。また、すぐ内服薬に頼るのではなく、自制を促しクリア出来たら評価し自信を深める事が出来る関わり方をしていきましょう。
・佐藤　恵圀様～脱力感を訴え、起床が困難となっている事や上体の左側への傾き、流涎が見られる為、本日より減薬となっています。身体の状態に合わせ、気分の高揚さ、易怒性、易刺激性、夜間の睡眠状況等の精神症状の観察も行っていきましょう。
・佐々木　淳様～昨日は夜間不眠で経過し、私物を弄ったり、小走りでホールやトイレへ移動する等落ち着きに欠いています。本日も小走りでの移動が続いており、都度のスタッフの介入を要しています。

　　　　　　　現在の所、介入時の不機嫌さは見られず、スタッフの声掛けに応じる事　

出来ていますが、今後、過度な不機嫌さ、易怒性の出現等に伴い歩行時
も突進したり不安定となる為、転倒による事故には十分気をつけていきましょう。
